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１．連結決算・連結業績予想ハイライト

（単位:百万円）

2013年3月期2012年3月期 増減 増減

2012年3月期連結決算および2013年3月期連結業績予想の概況

営 業 収 益 155,000１３６,８４２

区 分
2013年3月期

業績予想

2012年3月期

決算

増減

対2011年3月期 対計画*

増減

対2012年3月期

△8,851 (△6.1%) 18,157  (13.3%)△7,157 (△5.0%)

－１１１,４７７営 業 費 用 △9,891  (△8.2%) －－

営 業 利 益 26,000

－

－

２５,３６５

２,３２１

８,４５７

費

営 業 外 収 益

営 業 外 費 用

1,040     (4.3%)

△191  (△7.6%)

174 (2.1%)

－

－

634    (2.5%)

－

－

865    (3.5%)

経 常 利 益

特 別 利 益

特 別 損 失

19,800

－

－

１９,２２９

,

６０

２,８６３

営 業 外 費 用 ( )

△160 (△72.8%)

211     (8.0%)

674     (3.6%)

－

－

570    (3.0%)

－

－

529    (2.8%)

税金等調整前当期純利益

法 人 税 等

少数株主損益調整前当期純利益

－１６,４２５ 302     (1.9%) －－

－△２,９５１ △8,382 (△154.3%) －－

－１９,３７６ 8,684 (81.2%) －－

当 期 純 利 益

少 数 株 主 利 益 －３,７９０ 2,406  (173.8%) －－

10,400１５,５８６ 6,278   (67.5%) △5,186 (△33.3%)286    (1.9%)

包 括 利 益 １８ ２０９ 7 551 (70 9%)
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（*）2012年3月期計画は、2012年2月3日発表の業績予想

包 括 利 益 １８,２０９ 7,551  (70.9%)
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２．セグメント別業績および業績予想

2013年3月期
増減 増減

（単位:百万円）

2012年3月期

セグメント別2012年3月期連結決算および2013年3月期連結業績予想の概況

18,157 (13.3%)

区 分

営 業 収 益

2013年3月期

業績予想

155,000△8,851 (△6.1%)

対2011年3月期

増

対2012年3月期

増減

１３６,８４２

2012年3月期

決算

2,130 (2.3%)

20 815 (73 1%)

93,200

49 300

△1,538   (△1.7%)

△13 240 (△31 7%)

９１,０６９

２８ ４８４

不 動 産 賃 貸 事 業

分 譲 事 業 20,815 (73.1%)

△5,423 (△23.4%)

634 (2 5%)営 業 利 益

49,300

17,800

26 000

△13,240 (△31.7%) 

6,840    (41.8%)

1 040 (4 3%)

２８,４８４

２３,２２３

２５ ３６５

分 譲 事 業

そ の 他 の 事 業

634 (2.5%)

117      (0.4%)

営 業 利 益

不 動 産 賃 貸 事 業

26,000

27,600

1,040 (4.3%)

△1,743 (△6.0%)

２５,３６５

２７,４８２

1,925  (140.0%)

△1,290 (△41.8%)

分 譲 事 業

そ の 他 の 事 業

3,300

1,800

841  (158.0%)

1,877  (154.9%)

１,３７４

３,０９０
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（*1）営業収益において、内訳のセグメント数値はセグメント間の内部収益または振替高を含む。営業利益において、内訳のセグメント数値は「消去又は全社」考慮前

（*2）2012年3月期のセグメント別計画は、第3四半期決算から開示していない
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３．不動産賃貸事業：収益と利益の推移

 2012年3月期は、新規物件の賃料収入等（+15億円）や既存物件の賃料収入の減（△29億円）等により、前期に対して
減収（△15億円）、減益（△17億円）。

 2013年3月期は、既存物件の賃料収入の減等があるものの、新規物件の賃料収入、物件売却、違約金収入等により、前期に
対して増収（+21億円） 増益（+1億円）を見込む対して増収（+21億円）、増益（+1億円）を見込む。

35.6%

1,400
営業収益

営業利益

（単位：億円）

899

999 980 926 910 932
28.9%

32.1%
31.6% 30.2% 29.6%

1,000

1,200 営業利益率

600

800

260
355 315 292 274 276

400

600

0

200

2008/3 2009/3 2010/3 2011/3 2012/3 2013/3（予想）
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2008/3 2009/3 2010/3 2011/3 2012/3 2013/3（予想）

賃貸ＮＯＩ 527 642 614 567 543 554
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４．空室率の状況

16.0 

（％）

11.6 
12.0 

14.0 

9.0 
8.0 

10.0 市場・全国

市場 都心５区

5.4 

4 0

6.0 

市場・都心５区

当社・全国

2.0 

0 0

2.0 

4.0 

当社・都心５区

0.0 

※１ 当社空室率の算出は、従来、翌月１日現在であったものを06.3より当月末に変更

連結 変

(年.月）
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※２ 07.3より連結ベースに変更

※３ 都心５区の市場空室率は三鬼商事データ。全国の市場空室率は、三鬼商事発表の東京、横浜、大阪、名古屋、福岡、仙台、札幌の空室率の単純平均値（当社試算）
なお、仙台地域の2011年3月末の空室率は、2011年2月末の数値を用いている



５．分譲事業：収益と利益の推移

 2012年3月期は、分譲マンションの引渡戸数が減少（前期717戸⇒当期458戸）したことに加え、宅地分譲等が減少したこと

などにより減収（△132億円）。また、マンション分譲事業の利益率が改善したことなどにより、営業利益は増益（+8億円）。

 2013年3月期は、分譲マンションの引渡戸数増（当期458戸⇒来期1,000戸）により、増収（+208億円）、増益（+19億円）を
見込む見込む。

（単位：億円）

493500

600
営業収益

営業利益

営業利益率

384

326

416 417

284

400

500
営業利益率

28417.2%

4.8% 6.7%
200

300

65

5 13 33
1.3%

0

100

60
104△18.4%

△25.2%
△200

△100
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分譲ﾏﾝｼｮﾝ引渡戸数 625

2008/3

563

2009/3

843

2010/3 2011/3

717 1,000

2013/3（予想）
△200

5

458

2012/3



６．投資額・有利子負債の推移

 投資額は288億円となり、主な内訳は「グランフロント大阪」72億円、「アーバンネット天神ビル」26億円、「UD中洲ビル」19億円。

2013年3月期は450億円の投資を予定。

 2012年3月末の有利子負債は、5,058億円（前期比+180億円）となり、ネットD/Eレシオは、2.42倍へ改善。2013年3月末には、更にネット
D/Eレシオが改善する見込み。

 賃貸等不動産の時価（2012年3月末）は1兆1 554億円 含み益4 115億円 賃貸等不動産の時価（2012年3月末）は1兆1,554億円、含み益4,115億円。

投資額の推移 有利子負債の推移

（単位 億円） （単位 億円）

299 288

450
400

600
（単位：億円）

4,877 5,058 5,1506,000

8,000
（単位：億円）

288

0

200
△11

＋161

2,000

4,000

＋180

＋91

0
2011/3 2012/3 2013/3

◎2012年3月期の主な投資実績

・グランフロント大阪 ・アーバンネット天神ビル

・ＵＤ中洲ビル ・ア バンネット神田ビル

0
2011/3/31 2012/3/31 2013/3/31

２．４５倍 ２．４２倍 ２．３９倍

（予想）

（予想）

ﾈｯﾄＤ／Ｅﾚｼｵ

・ＵＤ中洲ビル ・アーバンネット神田ビル

・大手町フィナンシャルシティ ノースタワー

◎2013年3月期の主な投資案件

・大手町フィナンシャルシティ ノースタワー
グランフロント大阪

賃貸等不動産の時価
（2012年3月末）

1兆1,554億円
（簿価：7,439億円、含み益：4,115億円）

時価ベース ネットD/Eレシオ
(2012年3月末）

1.05倍

Copyright © 2012 NTT Urban Development Co. All rights reserved 

・グランフロント大阪
・芝浦水再生センター再構築に伴う上部利用事業
・アーバンネット神田ビル

（*) ネットD/Eレシオ=(有利子負債-現金及び現金同等物-預け入れ期間が3ヶ月を超える
定期預金)/純資産
なお、時価ベースのネットD/Eレシオは、純資産に含み益（税後）を考慮したもの
（法人税率引下げ後の法定実効税率35.6%で算定）
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７．Ｂ／Ｓ （総資産、負債および純資産）

 総資産は、9,285億円となり、前年度末と比べ+180億円の増加。主な要因は、たな卸資産+135億円の増加。

 負債は、7,248億円となり、前年度末と比べ+51億円の増加。主な要因は、有利子負債+180億円の増加、繰延税金負債の減少
△83億円。

 純資産は、2,037億円となり、当期純利益155億円および配当金39億円の支払等により前年度末と比べ+129億円の増加。

総資産 負債および純資産

（単位：億円） （単位：億円）

1,137 1,299

8,000

9,000

10,000

9,104

・たな卸資産 806

流動資産

9,285

・たな卸資産 942

流動資産

（単位：億円）

1,048
887

8,000

9,000

10,000
（単位 億円）

・支払手形及び営業未払金 80
・有利子負債(短期） 689

流動負債

9,104 9,285

・支払手形及び営業未払金 131
・有利子負債(短期） 503

流動負債

有形・無形
固定資産

有形・無形
固定資産

7,502 7,533

6,000

7,000
有形・無形
固定資産

・有形固定資産 7,452

・建物及び構築物 3 293

・有形固定資産 7,487

・建物及び構築物 3 241

有形・無形
固定資産 6,148

6,360

6,000

7,000 固定負債

・有利子負債(長期） 4,188

・繰延税金負債 686

固定負債

・有利子負債(長期） 4,554

・繰延税金負債 603

・有形固定資産 7,458

・建物及び構築物 3,370

・土地 3,956

4,000

5,000

建物及び構築物 3,293

・土地 4,002

建物及び構築物 3,241

・土地 4,013

4,000

5,000

投資有価証券
投資等 投資等

投資有価証券 211 4644221,000

2,000

3,000

1,907 2,037

1,000

2,000

3,000

純資産
・株主資本 1,554

数株主持

純資産
・株主資本 1,671

数株主持
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・投資有価証券 175 ・投資有価証券 211 464422

7

464 452
0

2011/3/31 2012/3/31

・投資有価証券 211
投資等

・投資有価証券 206
投資等

0

2011/3/31 2012/3/31

・少数株主持分 352 ・少数株主持分 377



８．キャッシュ・フローの状況

（単位:億円）

区 分 対前年増減
2012年3月期

決算

営 業 活 動 に よ る キ シ フ ロ △367３７ 404

2011年3月期

決算

１６４

２４７

(再掲) 税金等調整前当期純利益

(再掲) 減価償却費

掲 定資産除却損

営 業 活 動 に よ る キ ャ ッ シ ュ ・ フ ロ ー △367３７

161

233

404

3

13

２３

△１４３

△９０

(再掲) 固定資産除却損

(再掲) たな卸資産の増減額（△：増加）

(再掲) 売上債権の増減額（△：増加）

10

19

81

12

△162

△171

投 資 活 動 に よ る キ ャ ッ シ ュ ・ フ ロ ー 52

2

△２３０

△９２

△２４３

(再掲) 法人税等の支払額

(再掲) 有形固定資産の取得による支出

△282

△29

△245

△63

△7

3

６

１０

フ リ ー ・ キ ャ ッ シ ュ ・ フ ロ ー △１９３ △314

(再掲) 有形固定資産の売却による収入

(再掲) 投資有価証券の払戻による収入

14

6

121

財 務 活 動 に よ る キ ャ ッ シ ュ ・ フ ロ ー 272１２６

１８０

△３９

(再掲) 借入金等の増減額（△：減少）

(再掲) 配当金の支払

現 金 及 び 現 金 同 等 物 の 期 首 残 高 △24１８０

269

0

△146

△89

△39

205
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現 金 及 び 現 金 同 等 物 の 期 末 残 高 △70１０９

現 金 及 び 現 金 同 等 物 の 期 首 残 高 △24１８０

8

180

205



９．中期経営計画2012の達成に向けた取り組み状況

■事業基盤の再構築
◎開発力の強化

・国内最高水準の「環境モデルビル」として業務・商業系ビルを構築する、（仮称）芝浦水再生センター再構築に伴う上部利用
事業における新築工事の実施（2015年2月竣工予定）事業における新築工事の実施（2015年2月竣工予定）

・大手町第二次再開発事業における「大手町フィナンシャルシティ ノースタワー」新築工事の実施（2012年9月竣工予定）
・「神田」駅西口駅前にオフィスとしての利便性に優れた「アーバンネット神田ビル」新築工事の実施（2012年7月竣工予定）
・うめきた（大阪駅北地区）先行開発区域プロジェクトにおける「グランフロント大阪」新築工事の実施（2013年3月竣工予定）
・福岡市中央区における商業ビル「（仮称）今泉一丁目ビル」新築工事の実施（2013年春竣工予定）

◎収益力の向上

・賃貸事業における既存ビル・新規ビルへのリーシング活動強化による都心5区を中心とした空室率の改善
・分譲事業における営業利益率の改善、東京・大阪等の大都市圏を中心とした、厳選したマンション用地取得の推進

◎ＮＴＴグループとの協働

■財務の健全性にも配慮した成長性の追求

◎ＮＴＴグル プとの協働

・福岡市中央区のＮＴＴ天神ビル敷地の定期借地利用による商業・オフィス複合ビル「アーバンネット天神ビル」の竣工
（2011年8月）、商業ゾーン「レソラ天神」の開業（2011年9月）

財務の健全性 も配慮した成長性の追求
・英国の銀行、証券取引所などが集積するロンドン市中心部のシティ地区においてオフィスビル「1 King William Street」を取得
（2011年6月）
・オーストラリア・メルボルン市近郊における、宅地分譲事業の実施（2012年販売開始、2016年事業完了予定）
・京都市東山区においてウェディングレストランの営業を行う商業施設の開発「（仮称）京都清水プロジェクト」の実施（2012年秋

■成長を支える経営基盤の確立
・投資総額管理の徹底、ネットＤ／Ｅレシオの改善

竣工予定）
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・経営の透明性と内部統制の強化、ＣＳＲ経営基盤の確立（環境負荷低減への取り組み）等によるビジネス基盤の強化
・株主重視経営の一環として、増配の実施（2012年3月期より1株あたり1,400円）



（参考） アーバンネット神田ビル

大手町、丸の内、日本橋、秋葉原に隣接するポジションにありながら

も 古き良き時代 町情緒が漂う神

プロジェクト概要

も、古き良き時代の下町情緒が漂う神田。

その未来軸を担うべく、安心安全の先進の機能を備えたオフィスビル

が誕生します。

緑と高層ビルが希少な神田駅西口にあって、ひときわ目を惹く地上19

階建の外観と季節を感じる とのできる緑と花木の広場や歩道空間階建の外観と季節を感じることのできる緑と花木の広場や歩道空間

を創造。「アーバンネット神田ビル」は、地域や伝統とのつながりを意

識した街の新たなシンボルにふさわしい新たなランドマークの創造を

めざします。

所 在：東京都千代田区内神田3-6-2

敷地面積： 1,854.67㎡

延床面積：14 693 03 ㎡延床面積：14,693.03 ㎡

高 さ ：約 85.7m

建物規模：地下1階

地上19階地上19階

用 途： ｵﾌｨｽ・会議室

飲食店舗

スケジュール：

Copyright © 2012 NTT Urban Development Co. All rights reserved 10

ケジ ル

2010年7月着工、2012年7月竣工（予定）



ディスクレーマー

本資料における、当社の計画、戦略および意見並びにその他の記述のうち、歴史的事実で
ないものは 将来の業績に関する見通しであり リスクや不確実性を内包するものです こないものは、将来の業績に関する見通しであり、リスクや不確実性を内包するものです。こ
れらは、現在入手可能な情報をもとにした当社の仮定および意見に基づいており、実際の
業績は、環境の変化、およびその他の事由により、大きく異なる可能性があります。

特に断りのない場合、本資料は日本における会計方針に基づいて作成されています。
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